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1. はじめに 

 八郎湖は秋田市の北方約 20 km に位置し、八

郎潟の干拓によって残存した淡水湖である。

1977 年の干拓事業完了後、八郎湖は徐々に富栄

養化が進行し、アオコの大量発生等の水質汚濁

の問題が顕在化している 1)。  

八郎湖のアオコを形成する藻類については、

2012 年まではアナベナ属及びミクロキスティス

属であったが 2-5)、2013 年にはアファニゾメノ

ン属の高密度発生が初めて認められ、優占種と

なる現象が確認された 6)。当センターが 2019 年

に行った藍藻類の観察結果 7)でも、6 月にアファ

ニゾメノン属が最多出現した後、夏季にはアナ

ベナ属及びミクロキスティス属に入れ替わり、

11 月になると再びアファニゾメノン属が最多と

なっていた。アオコ形成藻類以外の植物プラン

クトンについても、気象、利水状況、栄養塩類の

流入・溶出等の影響を受けながら、湖の生態系

の中で季節的な変化や長期的な変遷をしている

と考えられる。  

そこで、通年で八郎湖の植物プランクトンの

観察及び計数を行い、近年の植物プランクトン

の出現状況をまとめたので報告する。  

 

2. 方法 

 当センターが原則として月 1 回（結氷のため

採水できない地点を除く）行っている公共用水

域水質調査の地点（八郎湖 10 地点、流入河川 6

地点）のうち、湖の環境基準点である野石橋、大

潟橋及び湖心と、比較的滞留しやすい水域であ

る大久保湾の計 4 地点について、2021 年 4 月か

ら 2023 年 3 月まで表層水の植物プランクトン

を観察した。また、2021 年 7 月については、調

査地点の中で唯一アオコレベル 8)が 3 と高かっ

た馬踏川橋についても参考として観察に加えた

（図 1）。  

植物プランクトンの観察には、松浪硝子工業

（株）製の計数板「MPC-200」及び光学顕微鏡を

用いた。この計数板には 0.5 mm 四方のマスが  

縦横 20 マスの計 400 マス描かれており、試料水

が 1 mm の厚みで封入される造りになっている。

よって 1 マス当たりの試料体積は、0.5 mm×0.5 

mm×1 mm ＝ 0.00025 mL となる。観察は各地

点 20 マスを基本としたが、プランクトンの出現

が少ない場合や、計数板内に偏って分布してい

る場合は、計数値の信頼性を上げるため観察マ

ス数を最大 400 マスまで適宜増やした。細胞密

度の算出は次式により行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地点（●）  

 

3. 結果及び考察 

 2021 年度及び 2022 年度の植物プランクトン

の観察結果を、表 1-1 及び表 1-2 に示した。表の

下部には、参考として試料採取時のアオコレベ

ル、クロロフィル a、水温の測定値を併せて記載

した。なお、出現した主な植物プランクトンを

図 2 に示した。  
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3.1 植物プランクトン相の季節変化 

表 1-1、表 1-2 に示すように、両年度とも 4 月

には珪藻類が年間で最も増えたが、5 月には一

度減少した。7 月から 10 月にかけてアオコが発

生し、それを形成する藍藻類として、アナベナ

属、ミクロキスティス属、アファニゾメノン属

及びオシラトリア属が見られたが、これらは時

期や地点によって優占種が移り変わっていた。

秋になってアオコが減少すると、珪藻類が 4 月

ほどではないが再び増加した。  

 

3.1.1 藍藻類 

2021 年度については、7 月には湖内でアオコ

形成藻類がほとんど見られなかったが、馬踏川

でミクロキスティス属及びアファニゾメノン属

が優占しており、アオコの発生場所に偏りが見

られた。8 月には、いずれの地点も藍藻類が優占

し、最も多かったのはアナベナ属、次がミクロ

キスティス属及びオシラトリア属であった。9 月

になると、優占種はオシラトリア属に換わって

いた。  

2022 年度については、7 月にミクロキスティ

ス属、アファニゾメノン属及びアナベナ属が確

認された。8 月は、野石橋以外の地点で植物プラ

ンクトンの種類や密度が激減していた。また、

野石橋においても例年この時期に出現のピーク

を迎えるミクロキスティス属、アナベナ属等の

アオコ形成藻類が見られなかった。この年本県

は 8 月の前半にたびたび大雨に見舞われたた

め、閉鎖的な西部承水路以外の水域では湖水が

大幅に入れ替わったと考えられる。また、調査

時の水温も 25～26℃程度と 7 月より低下してお

り、こうしたことが、植物プランクトンの出現

に影響したと考えられる。9 月になると、アナベ

ナ属やミクロキスティス属が多く見られた。大

久保湾及び湖心ではアナベナ  マクロスポーラ

が優占していた。  

 

3.1.2 珪藻類 

珪藻類は、レベル 3 以上のアオコ発生時を除

き、ほぼ通年で出現した。珪藻の中では、アウラ

コセイラ属が長期間にわたって出現し、次いで

見られたのはハリケイソウ属やタルケイソウ属

であった。このほか 2022 年にはホシガタケイソ

ウ属も比較的多く見られた。  

3.1.3 緑藻類その他 

緑藻類ではクンショウモ属、テトラスポラ属、

アクチナストルム属などが出現したが、年間を

通じて優占するほど増えることはなかった。そ

のほか、数は少ないがユーグレナ（ミドリムシ）

属が出現した。  

 

3.2 各年度の最多出現種 

表 1-1 及び表 1-2 の右端に、各調査地点にお

ける細胞密度の年平均値をデータバーの長さで

示した。年平均値で見ると、2021 年度について

は、アナベナ フロスアクアエ、オシラトリア テ

ヌイス等が多かった。また、2022 年度について

は、全体的に 2021 年度よりも細胞密度が低かっ

たが、その中ではアナベナ マクロスポーラ、ア

ファニゾメノン属等が多く、年度により傾向の

違いが見られた。  
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メリスモペディア属 Merismopedia  sp.

コエロスフェリウム属 Coelosphaerium  sp.

ミクロキスティス エルギノーザ Microcystis aeruginosa
172,000 23,000 32,000 12,000 6,200

　　〃　　 ウェーゼンベルギー M. wesenbergii

　　〃　　 イクチオブラーベ M. ichthyoblabe
60,000 20,000

アファニゾメノン属 Aphanizomenon  sp.
111,000

アナベナ アフィニス Anabaena affinis
20,000

　 〃　  マクロスポーラ A. macrospora
7,400 90,400 44,400 49,000

　 〃　  スピロイデス A. spiroides
1,800

   〃  スピロイデス変種クラッサ A. spiroides var. crassa

　 〃　  フロスアクアエ A. flos-aquae
291,000 77,200 61,800 101,800

   〃    シュードコンパクタ A. pseudocompacta
83,800

オシラトリア テヌイス Oscillatoria tenuis
110,000 8,000

フォルミディウム属 Phormidium  sp.

タルケイソウ属 Melosira  sp.
6,400 1,200 1,200 1,400 44,800 15,800 400 5,000 3,400 1,000 2,600 400

アウラコセイラ アンビグア Aulacoseira ambigua
110 90

　　　〃　　　 ジャポニカ A. japonica
1,000

アウラコセイラ属 Aulacoseira spp.
19,200 19,800 9,800 14,600 3,200 400 400 400 8,800 600 200 2,000 600 2,200 2,800

ハリケイソウ属 Synedra  sp.
20,600 18,200 6,000 7,400 1,400 200 2,200 200 200

ホシガタケイソウ属 Asterionella  sp.
600

コメツブケイソウ属 Cocconeis  sp.

ハネケイソウ属 Pinnularia  sp.
200 200

ハネフネケイソウ属 Neidium  sp.
200 200 200

フナガタケイソウ属 Navicula  sp.
200 200 200 200

ササノハケイソウ属 Nitzschia  sp.
400 1,000 1,200 400 400 400

テトラスポラ属 Tetraspora  sp.
800 800 4,800 800 1,600

トレウバリア属 Treubaria  sp.
600 200 200

オーキスチス属 Oocystis  sp.
800 800

クンショウモ属 Pediastrum  sp.

セネデスムス属 Scenedesmus  sp.
200 800 1,000 800 800

アクチナストルム属 Actinastrum  sp.
80

クルキゲニア属 Crucigenia  sp.

セレナストルム属 Selenastrum  sp.
800

スタウラストルム属 Staurastrum  sp.
200

ゴレンキニア属 Golenkinia  sp.

サヤツナギ属 Dinobryon  sp.

ユーグレナ(ミドリムシ)属 Euglena  sp.

アオコレベル［0～6］ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 3 1 3

クロロフィルa（μg/L） 69 74 23 27 42 21 12 14 87 41 26 29 52 68 54 44 140 180 250 140 270

水　温　（℃） 13.2 13.0 12.8 12.5 17.2 15.1 16.6 15.5 21.8 21.4 19.8 19.0 25.2 25.2 24.8 24.8 24.4 31.2 31.5 31.4 30.9

； 10 以上 1,000 未満 ； 1,000 以上 10,000 未満

表1-1　八郎湖における植物プランクトンの観察結果（2021年度）

　　　　 　　　　　　　　　　　試料採取日・地点

　　　 項 目

2021/4/7 5/12 6/2 7/7 8/4

藍
　
藻

ク
ロ
オ
コ
ッ

ク
ス
目

ネ
ン
ジ
ュ

モ
目

　* 細胞密度（細胞数／mL）の区分：

緑
　
藻

そ
の
他

採取時

の情報

　 *

細

胞

密

度

(細
胞
数

/mL)

ユ
レ
モ
目

珪
　
藻
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（表1-1 つづき）
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湖
心 平

均

16,000 500

3 3 1 1 2

5,000

5 1 2 2

2 0

580 26,800 21,000

1 8 7 6 5

0 0

650 8,000 8,000

24 6 7 10 12

7 2

8,000 125,000 97,000 88,600 9,400 21,000 56,000 2,720

11 12 15 9 12

7,200 1,000 6,100 933

0 1 0 0

400 4,600 800 1,600 4,200 333 4,100 300 160

5 2 0 1 2

150 12,600 5,200 1,600 7,800 5,000

0 2 1 0 1

100 500 733

0 0 0 0

6,600 2,800 1,800 8,200 33,600 7,200 2,200 2,533 500 1,700 200 160 120 140 1,320 1,867 480 1,200 400

4 5 2 3 3

800 200 200 600 200 667 80 60 320 333 440 280 840

2 2 1 1 1

160 2,533 40 200 320

0 0 0 0 0

200

0 0 0 0

200 67 60

0 0 0 0 0

100 67 20 280 133 80 40 80

0 0 0 0 0

400 200 200 200 800 240 267 40 40

0 0 0 0 0

1,600 800 2,400 267 160 933 160 480

1 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

660

0 0

800 400 267

0 0 0

0 0

800 400 267

0 0 0

0 0

0 0

460

0 0

80

0 0

0 2 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.2 0.4 0.4 0.5 0.4

76 43 64 76 90 110 58 38 25 31 12 19 18 17 12 12 2.8 4.5 3.9 2.2 13 34 27 18 21 57 57 42 51 52

22.3 23.7 23.6 23.3 19.0 19.4 20.7 20.2 10.0 10.4 10.8 11.2 4.2 4.8 5.2 5.3 0.8 0.4 1.5 0.8 4.5 6.4 6.4 5.2 5.4 14.4 14.3 17.1 15.7 15.4

； 10,000 以上 100,000 未満 ； 100,000 以上 ； 欠測

9/14 10/13 11/16 12/6 2022/1/17 2/24
3/

16
3/23

年平均値 (データバーによる表示)

：25 千 細胞数／mL
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メリスモペディア属 Merismopedia  sp.
2,560

コエロスフェリウム属 Coelosphaerium  sp.
9,360 1,600 1,880 11,600

ミクロキスティス エルギノーザ Microcystis aeruginosa
2,760 5,040

　　〃　　 ウェーゼンベルギー M. wesenbergii

　　〃　　 イクチオブラーベ M. ichthyoblabe

アファニゾメノン属 Aphanizomenon  sp.
6,880

アナベナ アフィニス Anabaena affinis
1,067

　 〃　  マクロスポーラ A. macrospora
2,360 1,440

　 〃　  スピロイデス A. spiroides

   〃  スピロイデス変種クラッサ A. spiroides var. crassa

　 〃　  フロスアクアエ A. flos-aquae
2,133 1,240

   〃    シュードコンパクタ A. pseudocompacta

オシラトリア テヌイス Oscillatoria tenuis

フォルミディウム属 Phormidium  sp.
2,760 440

タルケイソウ属 Melosira  sp.
600 1,100 240 240 80 200 240

アウラコセイラ アンビグア Aulacoseira ambigua
1,400 3,800 800 733 40 720 280 320

　　　〃　　　 ジャポニカ A. japonica
150 80

アウラコセイラ属 Aulacoseira spp.
1,000 3,000 3,650 3,300 3,667 1,133 67 80 760 1,480 1,120 120 200 1,000 1,400 360 1,840

ハリケイソウ属 Synedra  sp.
6,400 3,800 2,950 3,000 533 67 33 280 40 80 160 120 120

ホシガタケイソウ属 Asterionella  sp.
2,800 1,600 2,300 1,800 160

コメツブケイソウ属 Cocconeis  sp.

ハネケイソウ属 Pinnularia  sp.

ハネフネケイソウ属 Neidium  sp.

フナガタケイソウ属 Navicula  sp.
200 33 40 40 40

ササノハケイソウ属 Nitzschia  sp.
200 200 267 67 520 80 80 80 80 200 80 40

テトラスポラ属 Tetraspora  sp.
800 80 320 480 1,240 1,600 280 1,600

トレウバリア属 Treubaria  sp.
600 800 60 40

オーキスチス属 Oocystis  sp.
200

クンショウモ属 Pediastrum  sp.
1,867 720 2,640 720 2,080

セネデスムス属 Scenedesmus  sp.
800 200 400 800 267 160 320 160 160 320 160

アクチナストルム属 Actinastrum  sp.
400 800 640 1,920 1,280 2,080 960

クルキゲニア属 Crucigenia  sp.
800 480 480 1,400 320 160

セレナストルム属 Selenastrum  sp.
320 320 160 80

スタウラストルム属 Staurastrum  sp.
50 120

ゴレンキニア属 Golenkinia  sp.

サヤツナギ属 Dinobryon  sp.

ユーグレナ(ミドリムシ)属 Euglena  sp.
100 100 120 40 40 120 40 200 120 80 40

アオコレベル［0～6］ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0

クロロフィルa（μg/L） 73 53 26 38 75 14 11 14 52 28 23 15 47 47 33 40 95 22 34 37

水　温　（℃） 14.4 13.8 13.4 12.5 19.4 18.0 17.3 17.0 20.4 20.7 20.3 20.8 29.1 28.1 28.1 28.7 25.3 26.2 25.1 25.5

； 10 以上 1,000 未満 ； 1,000 以上 10,000 未満

表1-2　八郎湖における植物プランクトンの観察結果（2022年度）

7/6
　　　　 　　　　　　　　　　　試料採取日・地点

　　　 項 目

2022/4/13 5/11

ク
ロ
オ
コ
ッ

ク
ス
目

8/176/2

　 *

細

胞

密

度

(細
胞
数

/mL)

藍
　
藻

　* 細胞密度（細胞数／mL）の区分：

緑
　
藻

そ
の
他

採取時

の情報

ネ
ン
ジ
ュ

モ
目

ユ
レ
モ
目

珪
　
藻
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（表1-2 つづき）

25

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心

野
石
橋

大
潟
橋

大
久
保
湾

湖
心 平

均

1,280 800

0 0 0

2 0 0 1

8,360 2,880 3,320 2,800

0 0 1 1 1

12,000

1 0

8,000 10,000 3,600 18,000 3,360 3,640 4,840 1,560

3 1 0 1 1

2,400

0 0

6,240 8,080 54,600 49,760

1 1 6 4 3

5,720 2,560 1,400 2,640

1 0 0 0

480 1,760 3,360

0 0 0 0

5,200 2,320 2,400

0 0 0 0

1,760 600 1,040

0 0 0

0 0 0 0 0

120 520 400 320 80 680

0 0 0 0 0

280 240 80 80 160

0 0 0 0 0

320 320 520 200 1,680 2,360 560 360 5,920 2,040 600 1,240 40 200 86 480 3,600 400 520 680

2 1 1 1 1

120 40 120 120 40 80 40 1,720 360 160 100 943 1,920 6,700 8,400 2,000 1,920

1 1 0 1 1

880 360 2,000 2,640 3,680 5,920 1,714 440 4,800 800 160 680

1 1 0 1 1

40

0 0

100 200

0 0 0

100

0 0 0 0 0

40 40 40 40 80 40 240 40 300 40

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

2,240

0 0 0 0

80 160 160 160 320 480 160 160 160 400

0 0 0 0 0

320

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

160

0 0 0 0 0

40

0 0 0

40

0 0

80 40 80 40 20 100

0 0 0 0 0

0 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.2 0.3 0.3 0.2

92 93 120 100 65 40 32 26 41 52 21 22 27 14 10 13 37 15 27 9.6 18 26 46 35 22 22 55 36 33 32 39

26.4 25.9 25.3 26.5 14.2 14.9 16.0 15.5 10.8 11.5 11.4 11.8 3.4 3.8 4.4 4.8 1.9 2.5 1.8 0.3 0.4 5.6 8.8 9.6 7.3 8.1 14.5 14.6 16.9 14.9 15.2

； 10,000 以上 100,000 未満 ； 100,000 以上 ； 欠測

2/15 3/9 3/15
年平均値 (データバーによる表示)

12/7 2023/1/199/7 10/19 11/9
：25 千 細胞数／mL
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図 2 八郎湖で出現した主な植物プランクトン 

ミクロキスティス 

 エルギノーザ 

アファニゾメノン 

（2021/7/7 馬踏川橋） 

オシラトリア テヌイス（2021/9/14 大潟橋） 

アナベナ マクロスポーラ 

（2021/8/4 大潟橋） 

タルケイソウ （2021/4/7 湖心） 

アウラコセイラ 

（2022/6/2 野石湾）  

（2022/4/13 大久保湾） 

アナベナ フロスアクアエ 

（2021/8/4 野石橋） 

【藍藻】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【珪藻】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【緑藻】  

テトラスポラ 

（2021/6/2 野石橋） 
クンショウモ 

（2022/6/2 大久保湾） 

アクチナストルム 

（2022/4/13 大久保湾） 

ホシガタケイソウ 

ハリケイソウ 

50 μm  
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